八幡神社（伏見の八幡さん）
神社は金剛山の東側の中腹、海抜390mのところに鎮座し、大和三山を見渡せる景勝地にあります。鳥居から１０３段の長い石段を登り､神門をくぐると、中央に三間社流造（さんけんやしろながれづくり）の本殿があり、応神天皇（誉田別尊-ほむだわけのみこと）を祭神として祀っています。その両脇の一間社流造（いっけんやしろながれづくり）の摂社に天児屋根命（右殿-向かって左）と天照大神（左殿-向かって右）が祀られています。現在の本殿、摂社は、安土桃山期の天正四年の建立当時の姿をほぼとどめており､貴重な文化遺産です。

神社の境内外に多くの古墳があり､歴史的には大変古く、神社の字名が「奥の神」とあるのも興味深いところです。
菩提寺
奈良時代　聖武天皇の頃の名僧　行基が開いたと伝えられる真言宗のお寺。道場「菩提院」のあとです。当時越の大徳といわれた白山の泰澄がこの院で修行され、十一面観音法を修して疱瘡をしずめ、大法師を授けられた。また東大寺大仏のご造願に際しては八幡大菩薩を当山に勧請して鎮守とされた。

平安時代には弘法大師が参籠祈願され、勅願所として、また修験道の道場として、子院三十七箇坊がならび建っていた。

ご本尊は十一面観音立像で高さ１㍍、藤原様式の優しい像である。外に法起菩薩像の頭部があり、憤怒形のすごいものである。
阿弥陀如来像は木造漆箔定印の均整のとれた像です。
高天彦神社（たかまひこじんじゃ）（御所市北窪）
御祭神は高皇産靈神（たかみむすひのかみ）・市杵嶋姫命（いちきしまひめのみこと）・菅原道眞公。

金剛山の東山麓に鎮座し、式内高天彦神社に比定されています。創祀は明らかではないですが、すでに「新抄格勅符抄」の宝亀十年（七七九）に大和国に神戸四戸をあてられています。

延喜の制では最高の名神大社に列せられ、月次・相嘗・新嘗の祭りには官幣にあずかってきた古社であります。相嘗祭祭神七十一座の中に「高天彦社一座」として絹二疋をはじめ酒稲五十束等二十八種の幣物が定められていました。

太古から神々の住み給うところと伝えられる「高天原」も、この高天の台地であります。

本社の背後には美しい円錐状の御神体山（白雲の峯）がそびえていますが、社殿ができる以前は、この御神体山の聖林に御祭神を鎮め祀る原始の祭祀が行われていました。

以上のことからみても往古から祭祀が行われていた事が窺えます。

古杉のそびえる参道は今も古代の雰囲気を残しています。
橋本院

養老2年（718年）高天山登拝のためにこの地を訪れた行基菩薩が霊地であることを感じ一精舎をたて一心に冥応し祈った。
　ある日のこと、念想中に容体より光を放ち香気漂う十一面観音菩薩のお姿が現れこの霊応に深く感じさらに修行を続け、困難と 苦悩に屈することなく祈念し続けた。人々はこの姿に高天上人と呼び尊敬した。

　元正天皇（715～724年）はこの功徳を仰いで、また高天の霊地たるを知り、寺地として与え、十一面観音菩薩を刻むことを許された（開基）。 以来、参拝する人々が絶えぬほど盛大かつ繁栄を極めた。

　天平17年（745年）には聖武天皇（724～749年）発病の折、病気平癒祈願をし、天皇より「宝有山」の山号をいただくこととなる。

　鑑真和上（753年来日）を住職に任命されるなど、孝謙天皇（749～758年）も深く帰依され高天千軒と呼ばれる格式の高い大寺院で金剛転法輪寺七坊の一つとして石寺、朝原寺などと共に権威を誇った寺であった。又、葛城修験宗の根本道場として役の小角（634～701）の修行した寺でもあった。

　しかし、元弘の変（１３３１年）以後、南朝についた高天寺の修験僧　高天行秀らが陰から援助していた事から北朝方の畠山基国（1333年）や高師直（こうのもろなお）らにことごとく焼き打ちされ、延宝5年（1677年）住職頼勇の手により高天寺の一子院橋本院として復興なるまで350年余り衰亡の一途をたどっていた。

極楽寺
南北朝時代は楠木正成の祈願寺となり河内、金剛、吉野の要所として南朝側の合言葉に「極楽寺」が用いられたともいう。
　寺が開かれたのは約1050年前の天暦5年（951）。奈良・興福寺の座主を務めた一和上人は学徳に秀で広く知られた僧だったが、名利を嫌い静かに修行に専念できる場所を求めていた。ある時、金剛山の東に毎夜光を放つ場所があり、不思議に思い、その場所を探し求めると、そこから阿弥陀仏の頭がでてきた。そして、こここそ有縁の地と草庵を結び、仏頭を本尊として法眼院となづけたという。上人はこの地で修行を積み極楽の様相を感じるなかに往生をしたという。仏頭山の山号には開創の歴史がこめられている。
　そしてその300年後、浄土宗第三祖良忠上人の弟子の林阿上人が寺に入り、広く念仏の布教を行った。
　寺には霊仏と仰がれる天得（てんとく）如来の絵像が本堂脇のお堂に祀られている。
　この如来さまは林阿上人の代、ある武士が狩りの途中で出会った鹿を今にも射ろうとしたところ、鹿は行者に姿を変え、その行者から授かったものと伝えられている。そしてその行者が生命の尊さ、仏道修行の必要を武士に説いたことから武士は出家、後に絵像が極楽寺に奉納されている。毎年4月15日には天得如来のお会式（えしき）が行われている。
　山号由来の仏頭は残念ながら400年ほど前に戦火で焼かれ現存しないが、その後に祀られた阿弥陀如来（鎌倉時代作）が今に至る。
住吉神社
御祭神は、日本書紀で、新羅征討の時、息長帯比売命（おきながたらしひめノみこと、神功皇后）の身に添って守った上筒之男（うわつつのおノ）命、中筒之男（なかつつのおノ）命、底筒之男（そこつつのおノ）命ら四柱神で、白鳳年間に大阪の住吉大社の分霊を勧請して、昭和の御大典記念に社格昇進され、昭和５年５月神苑模様を行い拝殿と社務所を創建されました。
船宿寺

高野山真言宗 医王山 船宿寺という。
今から1200有余年前の神亀(じんき)年間に、行基菩薩(ぎょうぎぼさつ)がこの地にこられて庵(いおり)をたて、薬師瑠璃光如来(やくしるりこうにょらい)をおまつりになったのがはじまりです。
心や身の病、悩みをお救いになる薬師如来をおまつりになったので、この地を医王山(いおうざん)といわれました。
寺に伝わる古い記録では、葛木(かつらぎ)の地にこられた行基菩薩の夢の中に老人があらわれて「これより東の方へ行くと、山の中に船形の大きな岩があるから、その岩の上に薬師如来をおまつりするように。」と告げられました。夢からさめた行基菩薩は、東の山の中に岩を見つけ、そこに御仏をおまつりし、船宿寺(せんしゅくじ)と名づけました。現在その岩場には巌舟権現(いわふねごんげん)がまつられています。
平安時代になって弘法大師さまの御教えをまもり、その道場として今日にいたっております。
御歳神社
地元の方は親しみを込めて「みとせさん」と呼んでいます。

神社は古く、弥生時代からあるのではと言われています。

平安時代には、高鴨神社や一言主神社と共に大和で最高の位を授かっていて、朝廷からもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あつ　　),篤い)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(すうけい),崇敬)を受けた神社です。

神社の背後にごEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しんたいやま),神体山)の「御歳山」があり、神様はそこにおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しず),鎮)まりになっています。

御歳神社の「トシ」は大昔は「稲」のことでした。稲や穀物の生育をつかさどる農業の神様として、稲作の伝来とともに祭られたようです。この「稲」をあらわす「トシ」が稲の生育のサイクルとしての一年を表すようになり、後に「歳・年」は一年を表すようになったのです。

子どもたちがお正月に頂く「お年玉」はもとは、御歳神さまに供えたおもちのことでした。正月に祭り親しんでいるEQ \* jc2 \* "Font:HG正楷書体-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(としがみさま),年神様)は、この大年神、御歳神、若年神といわれています。鏡餅は御歳神へのお供え物（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(よりしろ),依り代)）であり、このおさがりのお餅には御歳神のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たましい),魂)がこめられており、これが今のお年玉の起源です。お年玉の神様でもあります。

御歳神社の本殿には御歳神さまの他に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(だいとし),大年)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(がみ),神)さま、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たかてる),高照)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひめ),姫)さまが祭られています。
